
佐藤望「ルターの音楽観とその受容」（95〜116頁）に以下の誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

　　　　誤 　　　　正

98頁2行目 音楽 Musica ムジカすなわち音楽

101頁3行目 というルターは、 というのも、ルターは

101頁4行目 この言葉の中には この言葉の中では

101頁後ろから3行目 Musicaは ムジカ Musicaは

103頁6行目 考えています 考えられています

104頁8行目 ルターが ルターは

105頁1行目 ルターの音楽思想が ルターの音楽思想を

105頁4行目 彼の同名の父 彼と同名の父

106頁後ろから5行目 さまざまな論争があります。宗教改革以来、 さまざまな論争がありました。また、

107頁後ろから8行目 ある神学者が 神学者グロースゲバウアーは

108頁4行目 祈りと敬虔な生活によって神との関係を 祈りと敬虔な生活による神との関係を

109頁4行目 『アディアフォラ吟味する』 『アディアフォラを吟味する』

109頁4行目 これらの無益で これらの享楽を無益で

109頁4行目 強く非難されます 強く非難します

109頁後ろから5行目 フランケ『アディアフォラを吟味する』、一六九八年 フォッケロート『真実の証明』、一六九七年

113頁5行目 音楽を専ら教える教師 音楽を専ら担う役職

113頁後ろから9行目 影に日向にバッハの活動を良く思わない者は、 バッハの活動を良く思わない者は、陰に日向に

113頁後ろから7行目 一切沈黙を守っています。しかし、 沈黙を守っていますが、

116頁　後注を以下に差し替える

『宗教改革の現代的意義』　正誤表（２）


